
「第４次白岡市男女共同参画プラン（案）」に係る 

パブリックコメントの結果について 

市民生活部地域振興課 

番号 意  見 意見に対する考え方 

１ 「一般市民の意識改革」 

もとより男女が性差を問わず全く同じ

ことをし、同じ役割を担うというのは、現

実的な事ではないが、しかし社会一般には

びこる偏見・偏った仕組みは誠に根強くこ

れの是正は至難の業と言わざるを得ない。

当然これの解決には不断の努力と時間が

必要なことは言うまでもない。現在行政

（自治体）主導で開催される「人権を考え

る集い」を従来の「同和問題」主体から男

女共同参画も含めた幅広い対象へと拡大

し、市民と共に考え意識を変えていく努力

が必要である。今回のこの男女共同参画プ

ランをテキストにして社会のあらゆる階

層・企業団体等を対象に勉強会（集会）を

開催してみてはどうだろうか。それも一回

きりとかいうのではなく、繰り返し反復し

ながら継続する位の姿勢がないと成就し

ないと思われる。時間と労力、覚悟が問わ

れている。 

 男女共同参画の意識を浸透させるためには、

今後もあらゆる機会を通じて広報、啓発活動を

展開することが重要であると考えます。 

そのため、市民の方のみならず、企業団体の

方も対象とし、男女共同参画社会への理解を深

めるための講座等を定期的に実施するなど、幅

広い啓発活動に努めてまいります。 
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「行政の意識改革と体制整備」 

 「先ず隗より始めよ」である。本プラン

を提唱した行政自らが率先垂範し、行動し

実績を示さねばならない。しっかりとした

庁内推進体制を確立し、進捗のチェックを

図らねばならない。自戒し心せねばならな

いのは、先例主義からの脱却と共同参画に

必要な制度改革に積極的に取り組むべき

ことである。障害となる規制は取り除き、

必要とされる制度改革は迷わず取り入れ

る覚悟が必要である。制度設計に必要な条

例の改変等についても躊躇なく取り組む

べきであり、議会との意思の疎通・協調も

重要なファクターとなる。 

 

行政全般にわたる取組を着実に推進するた

め、「女性政策庁内推進会議」において、プラン

の進捗状況の把握や研修会等を実施し、全庁的

に男女共同参画の推進を図ってまいります。 

また、市といたしましても、事業者としての

特定事業主行動計画を定めており、適正な進捗

管理のもと目標達成に向け努力してまいりま

す。 

  

 

 

 

 

 

 



３ 「計画推進過程に於いて市民の目、意向を

随時取り入れ活用する仕組み整備」 

 審議会に於ける市民委員からの意見聴

取、学校・事業所等への随時実施の聞き取

り調査、人権集会、説明会等を通じての要

望・意見聴取、更には随時実施のアンケー

ト調査によりタイムリーな市民の考え・要

望をくみ取り計画推進に活かし、修正して

いく仕組みの整備が必要である。 

 

 男女共同参画社会の実現に向けて、市民、事

業所、団体等との連携を図ってまいります。 

 また、市民の方がたによって構成される「し

らおか男女共同参画推進会議」における計画の

進捗管理をはじめ、幅広くご意見をいただきな

がら進めてまいります。 

 


